
第３期 事業報告書 

202５年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日 

 

一般社団法人乳房科学研究所 

 

  乳房文化研究会は、乳房を中心にヒトを多角的に考える研究会であり、世界にも類を見ないものです。

その 30 年におよぶ研究会の活動は、さまざまな分野、観点から発せられており、まさに乳房の総合科学と

して発展してきました。 社会的、文化的、身体的、生物学的、医学的、芸術的な営みを通して、我が国が

生んだ唯一無二の「乳房知を体系化する研究会活動」をブレることなく継続、発展させていきます。 

 研究会の組織形態については、2023 年 7 月に一般社団法人乳房科学研究所を設立し、新たな運営様

式で進めています。そのためにはコンプライエンスがしっかりと守られ、健全な研究会運営と、会員間、会

員外との情報の共有が必要なことは言うまでもありません。世代間バランス、ジェンダーバランスを遵守しな

がら、新たな会員層を発掘し、研究会の広がりを求めていくことが、これからの大きな課題であります。 

 

１．研究活動 

  乳房文化研究会（※1）の研究活動として以下の活動を実施しました。 

※１：「乳房文化研究会」は一般社団法人乳房科学研究所の登録商標です。 

 

１）研究会の実施 

 ・年３回の研究会を実施し、会員および一般参加の方々と最先端のテーマについて議論しました。 
  

①2025 年８月 11 日「男性育休の現在地～政策・職場・家族・時間～」 

 ・講演「男性の育休取得は何のため？〜国際比較から見る日本の現状と課題」 

中里英樹先生（甲南大学 文学部社会学科 教授） 

・講演「男性育休を阻む『職場の雰囲気』とは」 

齋藤早苗先生（お茶の水女子大学大学院 博士後期課程） 

・質疑・討論 コーディネーター 米澤泉委員 

   ・参加者４６名（会場参加 16 名、オンライン 30 名）（会員 39 名、非会員７名） 
 

②2025 年 11 月 30 日「思春期 〜身体と乳房とこころの発達～」 

・講演「思春期を誘発する生殖制御機構と乳房発達 

    〜新しい神経活性ペプチド キスペプチン（kisspeptin)の役割〜 

     小澤一史先生（佛教大学 保健医療技術学部 学部長・教授）   

・講演 「からだの成長と下着着用について 

                 ～ツボミスクールの現在に至るまでの活動～」 

     上地 朋子氏（株式会社ワコール ツボミスクール講師）  

・質疑・討論 コーディネーター 大川裕貴委員 

コメンテーター 藤林博子氏（京都女子中学・高校 養護教諭） 

                小澤一史先生、上地朋子氏 

   ・参加者 5５名（会場参加 19 名、オンライン 36 名）（会員 47 名、非会員 8 名） 



 

③2026 年 2 月 22 日「授乳の今 」 

・講演「昨今の母乳育児の現状と今後の課題」 

   中川 有加先生（静岡県立大学看護学部/静岡県立大学大学院看護学研究科 准教授）   

・講演 「親子のメンタルヘルスを支える神経基盤とその発達 

     ― 『腸内細菌叢‐腸‐脳軸』に着目して―」 

    松永 倫子先生（京都大学大学院教育学研究科特定講師） 

・質疑・議論  コーディネーター 廣瀬潤子委員 

   ・参加者 99 名（会場参加 17 名、オンライン 82 名）（会員 92 名、非会員 7 名） 

 

２）運営委員会の開催 

 ・定期的に運営委員会を開催し、研究会の企画および会の運営について検討。 

 ・202５年 4 月２５日、7 月 4 日、8 月 28 日、10 月 16 日、11 月 30 日、12 月 20 日、2026 年２月９日 

 

3)講演録の編集とアーカイブ登録 

 ・2024 年 11 月 30 日開催「性の多様性の科学」の講演録の編集中 

 ・2025 年 2 月 8 日開催「フェムテック～」の講演録の編集中 

 ・2025 年８月 11 日「男性育休の現在地～政策・職場・家族・時間～」の講演録の編集中 

 ・2025 年 11 月 30 日「思春期 〜身体と乳房とこころの発達～」の講演録の編集中 

 ・2026 年 2 月 22 日「授乳の今 」の講演録の編集中 

 

  

４）新ホームページの開設更新 

 ・2025 年３月に新しいホームページを開設し、随時更新 

  www.nyubun.com 

 

２．法人としての活動 

 組織的に運営するため、法人として以下の活動を実施 

・行政対応（住民税、源泉税等の支払） 

・団体会員入会手続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



一般社団法人乳房科学研究所  第３期（2025 年度）会計報告 

 

2026年3月31日現在　貸借対照表
(法）：法人会計　（研）：乳房文化研究会会計 　　（単位:円）

科目 当年度 前年度 増減

みずほ銀行普通預金（法） 524,429 461,774 62,655

三菱UFJ銀行普通預金（研） 190,747 470,228 -279,481

ゆうちょ銀行普通預金（研） 210,000 160,000 50,000

商標権（法） 370,458 370,458 0

書籍「乳房の文化論」206冊 301,378 301,378 0

書籍「乳房の科学」11冊 24,233 24,233 0

記念品（ﾊﾞｯﾁ、箸置き） 224,410 224,410 0

講演録(1991～2022年） - - -

模型「鬼姫」２体 - - -

合計 1,845,655 2,012,481 -166,826

小計 0 0 0

正味財産 1,845,655 2,012,481 -166,826

負債及び正味財産　 1,845,655 2,012,481 -166,826

925,176

2025年4月1日～2026年3月31日正味財産増減計算書

(法）：法人会計　（研）：乳房文化研究会会計 　　（単位:円）

科目 実績額A 予算額B 差異A-B

団体会員会費（法） 170,000 170,000 0

個人会費(研） 165,000 160,000 5,000

研究会参加費（研） 18,114 30,000 -11,886

懇談会参加費（研） 0 0 0

受取寄付金（研） 0 0 0

その他（銀行還元金）（研） 953 0 953

受取寄付品（書籍・記念品)（法） 0 0 0

その他（利息等）（法） 908 900 8

合計 354,975 360,900 -5,925

0

法人住民税（法） 70,000 70,000 0

源泉徴収税（法） 27,033 39,000 -11,967

研究会開催費（研） 204,048 270,000 -65,952

事務局運営費（研） 6,327 5,000 1,327

講演録作成費（研） 109,068 163,602 -54,534

HP作成更新費（研） 70,730 10,000 60,730

その他（Zoom更新等）（研） 23,375 30,000 -6,625

その他（収入印紙他）（法） 11,220 0 11,220

合計 521,801 587,602 -65,801

正味財産増減額 -166,826 -226,702 59,876

正味財産期首残高 2,012,481 2,012,481 0

正味財産期末残高 1,845,655 1,785,779 59,876
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